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愛
学
園
前
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ン
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資
料

（
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

大
森
）

前
回
も
意
見
と
し
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
・
・
・

学
生
は
、
自
身
の
学
修
成
果
を
把
握
で
き
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
大
学
と
し
て
の
教
育
成
果
を
各
大
学
が
「
様
々
な
情
報
を
組
み
合
わ
せ
、
関
連
付
け
て
、
包
括
的
か
つ
総
合
的
に
学
修
成
果
を
可
視

化
す
る
」
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
把
握
し
た
情
報
を
総
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
適
切
と
考
え
る
方
法
や
見
せ
方
で
総
合
的
に
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
場
合
は
、
以
下
の

資
料
の
よ
う
な
も
の
は
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
得
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
も
っ
と
文
章
化
し
た
も
の
な
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
参
考
に
で
き
る
事
例
等
が
豊
富
に
収
集
で
き
、
各
大
学
が
自
大
学
に
適
し

た
も
の
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
重
要
と
思
い
ま
す
。
以
下
の
資
料
は
、
2
年
前
に
改
革
総
合
支
援
事
業
の
成
果
を
可
視
化
し
、
好
事
例
と
し
て
波
及
し
よ
う
と
作
成
し
た
資
料
で
す
。
そ
の
後
、
将
来
構
想
部

会
で
も
参
考
資
料
と
し
て
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
の
一
部
で
す
。
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第 7回教学マネジメント特別委員会資料 

～カリキュラム・ルーブリック～ 

立命館大学 沖 裕貴 

１．Value Rubrics（AAC&U） 

 

 

２．批判的思考力（Critical Thinking） 
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３．慈恵医科大学看護学科の DP 

 

 

４．慈恵医科大学看護学科のカリキュラム・マップ／ツリー 
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５．慈恵医科大学看護学科のカリキュラム・ルーブリック 

 

 

６．慈恵医科大学看護学科の科目の到達目標 
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カリキュラムマップ関連データに基づく学修成果の可視化の試み 

 
   聖徳大学 

   聖徳大学短期大学部 

 

 

①カリキュラムマップ関連データとは 

 現時点（2018 年 11 月 1 日現在）での学科在学生（休学者除く）について、カリキュラ

ムマップ上の科目群（下記②参照）を単位とした GPA 値を集計し、カリキュラムマップと

同一の表示規則で配置することにより、科目群毎の学修成果の可視化を試みたものである。 

 学科毎に作成した Student Learning Outcomes(学びで得られる成果)の達成度を測定する

アセスメント指標の一つとして活用している。 

 

②科目群 

カリキュラムマップ上に分類されている科目について、「学修成果：縦軸」と「学年進

行（短大はセメスター）：横軸」ごとにひとつのまとまりとして捉えた概念である。 

データ化のための便宜上、「学修成果（縦軸2桁）」と「学年進行（横軸1桁）」を合わ

せて、3桁のコードを付番した。詳細は下記参照。 

 

             ＜カリキュラムマップ＞ 

  
学年進行 

1 2 3 4 

学
修
成
果 

01 011 012 013 014 

02 021 022 023 024 

03 031 032 033 034 

04 041 042 043 044 

05 051 052 053 054 

06 061 062 063 064 

07 071 072 073 074 

08 081 082 083 084 

09 091 092 093 094 

 

大学は学年（1～4）ごと、 

短大はセメスタ（1～6）ごと 

卒
論
・
ゼ
ミ
な
ど
、
複
数
の
学
修
成
果
を
横
断
す
る

科
目
を
設
定
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
科
目
群
を

01
と
し
、
以
下
繰
り
下
げ 
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保
育
現
場
で
学
ぶ

１
年
次
春
学
期

１
年
次
秋
学
期

２
年
次
春
学
期

２
年
次
秋
学
期

保
育
職
へ
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

勉
学
へ
の
姿
勢
を
確
立
す
る

保
育
実
践
を
理
解
す
る

基
礎
的
な
保
育
実
践
力
を
修
得
す
る

保
育
者
と
し
て
必
要
な

資
質
・
能
力
を
修
得
す
る

次 代 を つ く る “ 保 育 の エ キ ス パ ー ト ”

保 育 実 習 指 導

幼 児 教 育 実 習 指 導

幼 児 教 育 実 習 指 導

見 学 実 習 指 導

感
性
豊
か
な
保
育
者
に

自
分
の
力
を

た
め
し
て
み
よ
う

子
ど
も
の
世
界
に

ふ
み
こ
も
う

保
育
者
へ
の
扉
を
開
こ
う

保
育
を
創
造
す
る

教
職
実
践
演
習

保
育
内
容
・
健
康
（
前
期
ま
た
は
後
期
）

保
育
内
容
・
環
境
（
前
期
ま
た
は
後
期
）

保
育
内
容
・
人
間
関
係
（
前
期
ま
た
は
後
期
）
保
育
内
容
・
言
葉
（
前
期
ま
た
は
後
期
）

保
育
内
容
総
論

保
育
内
容
・
音
楽
表
現
Ⅰ

保
育
内
容
・
音
楽
表
現
Ⅱ

保
育
内
容
・
造
形
表
現

子
ど
も
を
理
解
す
る

幼
児
理
解
・
保
育
相
談

乳
児
保
育
Ⅰ

乳
児
保
育
Ⅱ

子
ど
も
の
食
と
栄
養
Ⅰ

子
ど
も
の
食
と
栄
養
Ⅱ

子
ど
も
の
保
健
Ⅰ

子
ど
も
の
保
健
Ⅱ

子
ど
も
の
保
健
Ⅲ

発
達
心
理
学

保
育
の
心
理
学

障
害
児
保
育
Ⅰ

障
害
児
保
育
Ⅱ

相
談
援
助

児
童
家
庭
福
祉

社
会
福
祉

社
会
的
養
護

社
会
的
養
護
内
容

家
庭
支
援
論

保
育
相
談
支
援

教
育
原
理
（
前
期
ま
た
は
後
期
）

教
職
入
門
（
前
期
ま
た
は
後
期
）

教
育
史
（
前
期
ま
た
は
後
期
）

教
育
方
法
論
（
前
期
ま
た
は
後
期
）

保
育
原
理
Ⅰ

保
育
課
程
論

学
び
の
基
礎
を

身
に
つ
け
る

基
礎
専
門
体
育
Ⅰ

基
礎
専
門
体
育
Ⅱ

情
報
活
用
演
習
（
基
礎
）

情
報
活
用
演
習
（
教
職
）

日
本
国
憲
法
（
前
期
ま
た
は
後
期
）

S
E
IT
O
K
U
 A
c
a
d
e
m
ic
 L
it
e
ra
c
y
Ⅰ
S
E
IT
O
K
U
 A
c
a
d
e
m
ic
 L
it
e
ra
c
y
Ⅱ

キ
ャ
リ
ア
総
合
演
習
Ⅰ

国
語

表
現
技
能
を

身
に
つ
け
る

音
楽
Ⅰ

音
楽
Ⅰ

音
楽
Ⅰ

音
楽
Ⅰ

音
楽
Ⅱ
～
１

音
楽
Ⅱ
～
２

体
育
Ⅰ

体
育
Ⅱ

児
童
文
化
Ⅰ
～
１

〔
選
択
必
修
〕
児
童
文
化
Ⅰ
～
２

児
童
文
化
Ⅱ
～
１

〔
選
択
必
修
〕
児
童
文
化
Ⅱ
～
２

図
画
工
作
Ⅰ

図
画
工
作
Ⅱ

児
童
文
化
Ⅲ
～
１

〔
選
択
必
修
〕
児
童
文
化
Ⅲ
～
２

人
間
性
を
高
め
る

聖
徳
教
育
Ⅰ

聖
徳
教
育
Ⅰ

聖
徳
教
育
Ⅰ

聖
徳
教
育
Ⅰ

聖
徳
教
育
Ⅱ

聖
徳
教
育
Ⅱ

小
笠
原
流
礼
法
基
礎
講
座
（
前
期
ま
た
は
後
期
）

〔
選
択
〕
英
語
Ⅱ
～
１

〔
選
択
〕
英
語
Ⅱ
～
２

英
語
Ⅰ
～
１

英
語
Ⅰ
～
２

平
成
3
0
年
度
入
学
生
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
第
一
部
実
習
を
コ
ア
に
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

附 属 幼 稚 園 見 学 実 習

幼 児 教 育 実 習 Ⅰ

（ 附 属 幼 稚 園 ）

保 育 実 習 Ⅰ （ 施 設 ）

保 育 実 習 Ⅰ （ 保 育 所 ）

保 育 実 習 Ⅱ （ 保 育 所 ）

保 育 実 習 Ⅲ （ 施 設 ）

幼 児 教 育 実 習 Ⅱ

（ 指 定 幼 稚 園 ）

【
選
択
】

地
域
で
学
ぶ

社
会
貢
献
の
理
論
と
実
践

地
域
貢
献
活
動
の
実
践

キ
ャ
リ
ア
総
合
演
習
Ⅱ

キ
ャ
リ
ア
総
合
演
習
Ⅱ

キ
ャ
リ
ア
総
合
演
習
Ⅱ
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保
育
現
場
で

学
ぶ

幼
児
教
育
実
習
Ⅰ

附
属
幼
稚
園
見
学
実
習
 
 
成
果
 踏
 
 
 
 
 幼

児
期
の
特
性
、教
師
の
援
助
、幼
稚
園
の
生
活
等
に

 
 
 
理
解
 
 
  
 
 
 保
育
活
動
 
一
部
 担
当

し、
指
導
の
実
際
を体
験
す
る
こと
を通
して
、意
欲
的

に
学
ぶ
こと
が
で
きる
。

保
育
実
習
Ⅰ
(施
設
)

これ
まで
の
実
習
の
成
果
を

踏
ま
え
つ
つ
、施
設
に
お
け

 
利
用
児
(者
)と
の
関
わ
り

を通
して
、施
設
の
役
割
と

機
能
、施
設
に
お
け
る
保

育
士
の
職
務
等
に
つ
い
て

理
解
 
 
  
 
 
  
 

保
育
実
習
Ⅰ
(保
育
所
)

これ
まで
の
実
習
の
成
果
を

踏
ま
え
つ
つ
、保
育
所
の
生

活
に
参
加
し、
子
ども
へ
の

理
解
 深
 
 
 
  
保
育

所
の
機
能
とそ
こで
の
保
育

士
 
職
務
 
 
 
 
理
解

し、
保
育
実
習
Ⅱ
ま
た
は

Ⅲ
に
向
け
て
の
自
己
課
題

を明
確
化
す
る
こと
が
で
き

る
。

【選
択
】

保
育
実
習
Ⅱ
(保
育
所
)

これ
まで
の
実
習
の
成
果
を

踏
ま
え
つ
つ
、部
分
実
習
や

責
任
実
習
を通
して
、保

育
所
の
機
能
と役
割
、保

育
士
の
職
務
に
つ
い
て
深
く

理
解
 
 
  
 
 
  
 

保
育
実
習
Ⅲ

これ
まで
の
実
習
の
成
果
を

踏
ま
え
つ
つ
、保
育
実
習

Ⅰ
(施
設
) 
 
異
 
 
施

設
で
の
実
習
を通
して
、施

設
の
役
割
と機
能
、保
育

士
の
多
様
な
業
務
と職
業

倫
理
等
 
 
 
 
深
 理

解
す
る
こと
が
で
き
る
。

幼
児
教
育
実
習
Ⅱ

これ
まで
の
実
習
の
成
果
を

踏
ま
え
つ
つ
、部
分
実
習
や

責
任
実
習
を通
して
、幼

稚
園
教
諭
 
役
割
 理
解

し、
必
要
な
指
導
方
法
や

技
術
を身
に
つ
け
る
とと
も

に
、幼
稚
園
教
諭
とし
て
の

自
覚
を深
め
る
こと
が
で
き

る
。

GP
A

GP
A

GP
A

GP
A

GP
A

１
年
次
春
学
期

１
年
次
秋
学
期

２
年
次
春
学
期

２
年
次
秋
学
期

保
育
職
へ
の
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

勉
学
へ
の
姿
勢
を
確
立
す
る

保
育
実
践
を
理
解
す
る

基
礎
的
な
保
育
実
践
力
を
修
得
す
る

保
育
者
と
し
て
必
要
な

資
質
・
能
力
を
修
得
す
る

次 代 を つ く る “ 保 育 の エ キ ス パ ー ト ”

感
性
豊
か
な
保
育
者
に

自
分
の
力
を

た
め
し
て
み
よ
う

子
ど
も
の
世
界
に

ふ
み
こ
も
う

保
育
者
へ
の
扉
を
開
こ
う

保
育
を

創
造
す
る

保
育
内
容
を創
造
す
る
こと
へ
の
関
心
・意
欲
を
持
つ
こ

とが
で
きる
。

保
育
を創
造
す
る
た
め
に
、子
ども
一
人
ひ
とり
に
応
じた

適
切
 
援
助
方
法
 身
 
 
 
 実
習
 通
  
深
 

る
こと
が
で
き
る
。

実
習
や
フィ
ー
ル
ドワ
ー
クの
成
果
を踏
まえ
つ
つ
、保
育

 構
想
 展
開
 省
察
 
 
 
 
 
必
要
 
実
践
的
技

能
 態
度
 身
 
 
 
 
 
 
 

GP
A

GP
A

GP
A

子
ど
も
を

理
解
す
る

子
  
 
理
解
 
 
 
 
 
必
要
 
知
識
 身
 
 
 
 

い
る
。

身
 
 
 
 
知
識
 活
用
  
 
  
実
習
 通
  
子

  
 広
 理
解
 
 
  
 
 
  
 

実
習
を通
して
子
ども
一
人
ひ
とり
の
実
態
を的
確
に
と

  
 子
  
 
広
 深
 理
解
 
 
  
 
 
  
 

実
習
や
フィ
ー
ル
ドワ
ー
クの
成
果
を踏
まえ
つ
つ
、子
ど

 
 
成
長
発
達
 
 
 
 
 理
論
 実
践
 結
 
付
 
 

考
察
す
る
こと
が
で
きる
。

GP
A

GP
A

GP
A

GP
A

学
び
の

基
礎
を

身
に
つ
け
る

保
育
者
とし
て
必
要
な
身
体
表
現
の
基
礎
を身
に
つ
け

て
い
る
。

保
育
者
とし
て
必
要
な
IC
T活
用
能
力
 
基
礎
 
身
 

つ
け
て
い
る
。

保
育
者
  
 
必
要
 
国
語
表
現
力
 
基
礎
 
身
 
 

け
て
い
る
。

身
に
つ
け
た
身
体
表
現
を実
習
で
生
か
し、
深
め
る
こと

が
で
きる
。

身
に
つ
け
た
IC
T活
用
能
力
 実
習
 通
  
深
 
 
 

とが
で
きる
。

保
育
者
、子
ども
、保
育
・幼
児
教
育
と日
本
国
憲
法

等
 
関
 
  
 
 
 
理
解
  
実
習
 通
  
深
 
 

こと
が
で
きる
。

GP
A

GP
A

GP
A

表
現
技
能
を

身
に
つ
け
る

表
現
技
能
 
関
 
 
基
礎
的
 
知
識
 技
能
 身
 
 

け
て
い
る
。

表
現
技
能
 
関
 
 
基
礎
的
 
知
識
 技
能
 実
習
 

通
して
生
か
す
こと
が
で
き
る
。

表
現
技
能
 
関
 
 
知
識
 技
能
 実
習
 通
  
深

め
る
こと
が
で
きる
。

実
習
や
フィ
ー
ル
ドワ
ー
クの
成
果
を踏
まえ
つ
つ
、保
育

者
  
 
 
  
  
表
現
技
能
 
 
 
 
 理
論
 実

践
を
結
び
付
て
考
察
す
る
こと
が
で
きる
。

GP
A

GP
A

GP
A

GP
A

人
間
性
を

高
め
る

建
学
 
精
神
 和
  
理
解

し、
他
者
に
対
して
「礼

節
  
 
  
行
動
 
 
  

が
で
きる
。

卒
業
時
 
自
分
 見
据
 
 

充
実
した
学
生
生
活
を送

る
た
め
に
、保
育
科
生
とし

 
学
 
楽
  
 見
出
 
 

とが
で
きる
。

学
び
合
う仲
間
との
コミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
(自
分
を知
り、

他
者
を知
る
)を
通
して
、ク

ラス
の
親
睦
を深
め
る
こと

が
で
きる
。

FC
で
の
成
果
を踏
まえ
つ

つ
、集
団
生
活
の
中
で
、

規
則
正
しい
団
体
生
活
を

通
して
、自
制
心
を養
い
、

他
者
に
対
す
る
思
い
や
りの

気
持
ち
をも
つ
こと
が
で
きる
。

志
賀
高
原
の
自
然
に
触
れ

る
こと
を
通
して
、自
然
と人

間
との
関
わ
りに
つ
い
て
の

理
解
 深
 
 
  
 
 
 

る
。
FC
の
成
果
を
踏
まえ
つ
つ
、

志
賀
高
原
で
の
集
団
生
活

を通
して
、ク
ラス
の
連
帯

感
、信
頼
関
係
を
構
築
す

る
こと
が
で
き
る
。

FC
、学
外
研
修
Ⅰ
の
成
果
を踏
ま
え
つ
つ
、学
外
研
修

Ⅱ
で
の
集
団
生
活
を通
して
、宿
泊
や
食
事
等
の
社
会

人
とし
て
必
要
な
マナ
ー
を身
に
つ
け
る
こと
が
で
きる
。

北
海
道
 
自
然
 
文
化
 
  
触
 
 
  
 
通
  
 

自
然
 人
間
  
関
  
 
 
 
 
理
解
 深
 
 
  
 

で
きる
。

FC
、学
外
研
修
Ⅰ
の
成
果
を踏
ま
え
つ
つ
、学
外
研
修

Ⅱ
を通
して
、卒
業
、就
職
に
向
け
た
クラ
ス
の
連
帯
感
、

信
頼
関
係
をさ
らに
深
め
る
こと
が
で
きる
。

ル
ー
ブリ
ック

ル
ー
ブリ
ック

ル
ー
ブリ
ック

平
成
3
0
年
度
入
学
生
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

保
育
科
第
一
部

学
び
で
得
ら
れ
る
成
果
（
L
e
a
rn
in
g
 O
u
tc
o
m
e
s
）

地
域
で
学
ぶ

フィ
ー
ル
ドワ
ー
クで
子
育
て
支
援
活
動
が
で
きる
よう
に

な
る
た
め
に
、子
育
て
支
援
活
動
に
お
け
る
課
題
解
決

能
力
 身
 
 
 
 
 
 
 

実
習
や
フィ
ー
ル
ドワ
ー
クの
成
果
を踏
まえ
つ
つ
、地
域

貢
献
活
動
 
必
要
 
実
践
的
技
能
 態
度
 身
 
 
 

て
い
る
。

GP
A

GP
A

他
者
を
尊
重
し
、

保
育
に
関
わ
る

人
た
ち
と
良
好

な
人
間
関
係
を

構
築
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

保
育
者
の
職
務

内
容
を
理
解
し
、

使
命
感
、
責
任

感
を
も
っ
て
保

育
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
。

子
ど
も
の
遊
び

や
生
活
、
発
達

に
つ
い
て
理
解

し
、
さ
ら
に
、

保
育
者
に
求
め

ら
れ
る
表
現
・

技
能
等
を
修
得

し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も

に
適
切
な
援
助

を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

子
ど
も
の
発
達

や
実
態
を
踏
ま

え
て
指
導
案
を

作
成
、
実
践
し
、

そ
の
振
り
返
り

と
改
善
が
で
き

る
。

他
者
と
協
働
し

て
地
域
の
保
育

課
題
に
取
り
組

み
、
提
案
、
発

信
が
で
き
る
。

学
位
授
与
の

方
針
に
掲
げ
る

学
修
成
果
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【保育科第一部_幼稚園教諭・保育士養成コース】2017年～2018年入学者_カリキュラムマップ関連データ

１．2017年度入学者（2年生）
１－１．コース平均

1年次春学期 1年次秋学期 2年次春学期

学修成果
保育者への扉を

開こう
子どもの世界に
ふみこもう

自分の力をため
してみよう

02　地域で学ぶ 3.19

03　保育を創造する 2.48 2.88

04　表現技能を身につける 2.96 2.88 3.37

05　子どもを理解する 2.90 3.13 2.77

06　学びの基礎を身につける 3.03 2.93 1.89

07　人間性を高める 2.55 2.21 4.00

9



【保育科第一部_幼稚園教諭・保育士養成コース】2017年～2018年入学者_カリキュラムマップ関連データ

１－２．クラス平均

1年次春学期 1年次秋学期 2年次春学期

ｸﾗｽ 学修成果
保育者への扉を

開こう
子どもの世界に
ふみこもう

自分の力をため
してみよう

02　地域で学ぶ 3.32

03　保育を創造する 2.42 2.78

04　表現技能を身につける 2.81 2.88 3.62

05　子どもを理解する 2.74 3.11 2.50

06　学びの基礎を身につける 3.38 3.17 2.00

07　人間性を高める 2.71 2.08

02　地域で学ぶ 2.94

03　保育を創造する 2.17 2.66

04　表現技能を身につける 2.75 2.86 2.94

05　子どもを理解する 2.65 3.02 2.74

06　学びの基礎を身につける 2.63 3.04 1.78

07　人間性を高める 2.33 2.17

02　地域で学ぶ 3.19

03　保育を創造する 2.89 2.89

04　表現技能を身につける 2.99 3.05 3.57

05　子どもを理解する 3.15 3.30 2.84

06　学びの基礎を身につける 3.04 2.82

07　人間性を高める 2.35 2.49 4.00

02　地域で学ぶ 3.36

03　保育を創造する 2.72 3.15

04　表現技能を身につける 3.24 3.13 3.19

05　子どもを理解する 3.13 3.27 3.14

06　学びの基礎を身につける 3.10 2.58

07　人間性を高める 2.44 2.32 4.00

02　地域で学ぶ 3.14

03　保育を創造する 2.20 3.17

04　表現技能を身につける 3.03 2.46 3.50

05　子どもを理解する 2.84 2.95 2.61

06　学びの基礎を身につける 3.01 3.02

07　人間性を高める 2.91 1.97

A

B

C

D

E
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【保育科第一部_幼稚園教諭・保育士養成コース】2017年～2018年入学者_カリキュラムマップ関連データ

１－３．入試種別平均

1年次春学期 1年次秋学期 2年次春学期

入試種別 学修成果
保育者への扉を

開こう
子どもの世界に
ふみこもう

自分の力をため
してみよう

02　地域で学ぶ 3.49

03　保育を創造する 2.36 2.77

04　表現技能を身につける 2.98 2.81 3.28

05　子どもを理解する 2.62 2.83 2.62

06　学びの基礎を身につける 3.09 2.75 1.44

07　人間性を高める 2.65 2.10 4.00

02　地域で学ぶ 3.33

03　保育を創造する 2.61 3.32

04　表現技能を身につける 3.13 3.29 3.59

05　子どもを理解する 3.26 3.47 2.96

06　学びの基礎を身につける 3.29 3.05 3.00

07　人間性を高める 2.72 2.68 4.00

02　地域で学ぶ 3.12

03　保育を創造する 2.44 2.96

04　表現技能を身につける 2.99 2.79 3.47

05　子どもを理解する 2.94 3.25 2.81

06　学びの基礎を身につける 3.07 2.95 1.71

07　人間性を高める 2.41 2.09

一般系

AO

推薦系
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２．2018年度入学者（1年生）
２－１．コース平均

1年次春学期

学修成果
保育者への扉を

開こう

04　表現技能を身につける 2.84

05　子どもを理解する 2.58

06　学びの基礎を身につける 2.55

07　人間性を高める 2.28

２－２．クラス平均

1年次春学期

ｸﾗｽ 学修成果
保育者への扉を

開こう

04　表現技能を身につける 2.76

05　子どもを理解する 2.75

06　学びの基礎を身につける 2.36

07　人間性を高める 2.30

04　表現技能を身につける 2.82

05　子どもを理解する 2.60

06　学びの基礎を身につける 2.63

07　人間性を高める 2.22

04　表現技能を身につける 2.79

05　子どもを理解する 2.49

06　学びの基礎を身につける 2.43

07　人間性を高める 1.95

04　表現技能を身につける 3.02

05　子どもを理解する 2.50

06　学びの基礎を身につける 2.81

07　人間性を高める 2.68

A

B

C

D
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２－３．入試種別平均

1年次春学期

入試種別 学修成果
保育者への扉を

開こう

04　表現技能を身につける 2.74

05　子どもを理解する 2.48

06　学びの基礎を身につける 2.58

07　人間性を高める 2.02

04　表現技能を身につける 3.23

05　子どもを理解する 3.19

06　学びの基礎を身につける 3.14

07　人間性を高める 3.38

04　表現技能を身につける 2.86

05　子どもを理解する 2.52

06　学びの基礎を身につける 2.45

07　人間性を高める 2.30

AO

推薦系

一般系
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1 
 

中央教育審議会大学分科会教学マネジメント特別委員会第 7 回用意見 

「学修成果の把握・可視化」の議論に関わるミッシング・ポイント 
佐藤浩章（大阪大学） 

 
１．学修成果のアセスメントに関わる前提 
 
「かんじんなことは、目には見えないんだよ」 

サン＝テグジュペリ（2000）『星の王子さま』岩波書店 

 
「知識や技能は客観的に評価することができても、人間性とか創造性とか意欲といったものは客観的に評価

することは困難です。たとえ客観的に評価できるとしても、その評価の基準が明示された途端に、その評

価基準によって高く評価されることを目指す子どもたちが現れることによって、子どもたちの人間性や創

造性や内からの意欲というものを破壊するような恐ろしい結果をよびおこす危険さえあります。…そうい

うもっとも重要なことはあからさまに評価しないでいて、自然と育つことを待つよりほかない」 

板倉聖宣（2003）「いちばん大切なことは評価してはならない」『教育評価論』仮説社 

 

「問題は測定ではなく、過剰な測定や不適切な測定だ。測定基準ではなく、測定基準への執着なのだ。…測

定執着の主な要素は以下のとおり。 

・ 個人的経験と才能に基づいておこなわれる判断を、標準化されたデータ（測定基準）に基づく相対的

実績という数値指標に置き換えるのが可能であり、望ましいという信念 

・ そのような測定基準を公開する（透明化する）ことで、組織が実際にその目的を達成していると保証

できる（説明責任を果たしている）のだという信念 

・ それらの組織に属する人々への最善の動機づけは、測定実績に報酬や懲罰を紐づけることであり、報

酬は金銭（能力給）または評判（ランキング）であるという信念」 

ジェリー・ミュラー（2019）『測りすぎ－なぜパフォーマンス評価は失敗するのか？』みすず書房 

 
◎ 学修成果のアセスメントは適切に行われれば有益である。しかし、すべての学修成果を把握するこ
とはできないし、してはいけない。また把握した成果のすべてが可視化できるわけでもない。可視化さ
れたもののすべてが改善できるわけでもない。さらに意図せざる負の結果を生み出すこともある、とい
うことを前提にアセスメントをするべき。 
 
２．学修成果のアセスメントの目的 
◎ 「測定執着」の罠に陥らないためには、何のためのアセスメントなのか、何のための教学マネジメ
ントなのかについて、学内での熟議の上で合意形成する必要がある。 
 
「アセスメントは外部評価機関から言われたから行うものではなく、大学自身と学生のために行うべきもの

なのである。…利用しない情報は収集する必要はない。」 

「アセスメントとは、学生の学びに影響を与える意思決定に役立てるために、時間や専門知識、利用可能な資

14



2 
 

源を用いて学生の学びの情報を組織的・計画的に収集すること」 

バーバラ・ウォルワード（2013）『大学教育アセスメント入門』ナカニシヤ出版 

 

◎ 学修成果のアセスメントは、全学をあげての共同研究となる。そして、良い研究には良いリサーチ
クエスチョンが必要である。 
 
「教学改善と結合した教学 IR を展開するには、何らかの意思決定を念頭にデータや情報に向き合わなければ

ならず、そのためにも当該機関の学習・教授の特性を考慮した RQ の開発は不可欠である。…大学が学習

に対して問いを立てて継続的に向き合っていく文化を育むことが重要である。」 

鳥居朋子（2015）「立命館大学における教学 IR の開発の現状と展望」『立命館高等教育研究』第 15 号 

 
３．組織学習としての学修成果のアセスメント 
◎ 組織として問いを立てて、その答えや意味を探究していくプロセスは、組織による知識創造、つま
り組織学習そのものである。暗黙知を形式知に変換し、それを再び暗黙知に変換していくプロセスであ
る（SECI モデルなどを参照）。各種情報はこの知識創造において必要なものとして位置づける必要があ
るし、自らの知識創造に不要な情報は収集不要である。 

野中郁次郎・竹内弘高（1996）『知識創造企業』東洋経済新報社 

 

４．学修成果のアセスメントの担い手 
◎ すでに示した教学マネジメントの 4 層モデルでは、第一層の学習レベルでは学生と教員が、第二層
のミクロ教育レベルでは教員が、第三層のミドル教育レベルでは学部・学科長や教務系職員が、第四層
のマクロ教育レベルでは教学担当理事・副学長が、主たる担い手となるだろう。各担い手にはアセスメ
ントについて学ぶ機会を提供するべき（FD・SD）であるし、担い手を支える IRer（IR 担当者）の配
置・養成も必要である。 

佐藤浩章（2019）「教学マネジメントの構造」『IDE』2019 年 7 月号 

 
５．学修成果のアセスメントを行うシステム 
◎ 「よく陥りやすい落とし穴は、全体像を把握せずに細かい測定結果を集めてしまうこと」だが、そ
のためにはアセスメントの「システム」が必要だ（ウォルワード 2013）。 
 
◎ システムには、①情報、②消化（情報の統合・分析・流通）、③意思決定が含まれる。アセスメント
が意思決定につながらないのは「消化」の場がないから。「消化」のための恒常的な組織を作るという
よりは、ワーキンググループによる作業として進めるとよい。情報量を増やすのではなく、「消化」機
能を高めることが重要。 
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3 
 

６．「学修成果の把握」「可視化」の定義、情報の「義務付け」と「指針提示」の基準明示の必要性 
 
①「把握」「可視化」の定義 
定義： 
学修成果の把握とは、学修成果を測定（アセスメント）すること（？） 
学修成果の可視化とは、測定された学習成果を量的、質的に表現すること（？） 
 
②「把握・可視化の義務付けが考えられる情報」 
定義：教学マネジメントを行う上で、すべての大学において学内で共有しておくべき必須情報 
※本来は名称もこれが望ましい。だとすれば、アドミッションに関わる情報も入るはず。 
 
情報例： 
・義務付けが妥当な情報：単位の修得状況、学位の取得状況、進路の決定状況等の卒業後の状況（進学

率や就職率など）、 
・義務付けから外すべき情報：学修時間（こればかり強調するのは国際的な観点からもやめるべき）、

学生の成長実感・満足度、学生の学修に対する意欲 
・追加すべき情報：成績分布状況、リテンション率（学年ごとの進級状況や休退学状況） 
 
③「把握・可視化の在り方について一定の指針を示すことが考えられる情報」 
定義：教学マネジメントを行う上で、学内で共有することが想定される情報 
 
情報例： 
・指針提示が妥当な情報：現状リストアップされているものすべて 
・追加すべき情報：重要科目における学修成果（松下委員の発表参照）など。 

※ただし、このレベルで列挙していくとすれば他にもある。例えば、資格系では国家試験の合格状
況、医学系では臨床実習、看護系では統合実習、芸術系では卒業制作といった学修成果が重要視され
る。またラーニングポートフォリオ、ディプロマサプリなどを重視する大学も存在する。全国的ある
いは国際レベルの学生調査に参加する大学もある。だとすれば、「一定の指針提示」ではなく、学修
成果として扱われる情報例として列挙するにとどめてはどうか。 

 
「学生の成績評価もアセスメントの一部ではあるが、学生の成績だけでプログラム・アセスメントはできな

い。…その数字の「意味」がはっきりしていないからだ。…学部・学科として、学生の学習成果を診断で

きるような情報が必要になる。例えば、『卒業生は～と～には強いが、～や～には弱い。』といった具合で

ある。具体的な情報は、学部・学科に何を改善しなければならないかを示唆してくれる。」 

バーバラ・ウォルワード（2013）『大学教育アセスメント入門』ナカニシヤ出版 
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各
高
専
の
特
色
あ
る
教
育

分
野
横
断
的
能
力

の
可
視
化

•
汎
用
的
技
能

•
態
度
・
志
向
性

•
総
合
的
な
学
習
経
験

と
創
造
的
思
考
力

C
B
Tを
活
用
し
た

M
C
C
到
達
状
況
の

可
視
化

実
験
ス
キ
ル
の

可
視
化

各
高
専
独
自
の

可
視
化
の
取
組
み

➢
成
績
評
価

➢
研
究
発
表

➢
外
部
試
験

➢
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

➢
ア
ン
ケ
ー
ト

等

高 専 教 育

国
立
高
専
に
お
け
る
学
修
成
果
の
可
視
化

高
専
機
構
と
し
て
M
C
C
に
基
づ
く
教
育
の
学
修
成
果
を
可
視
化
す
る
た
め
に

３
つ
の
仕
組
み
を
用
意

モ
デ
ル
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
M
C
C
）
を
基
盤
と
し
た
教
育

•
共
通
で
備
え
る
べ
き
基
礎
的
能
力

•
分
野
別
の
専
門
的
能
力

•
分
野
横
断
的
能
力

教
育
実
践

W
e
b
シ
ラ
バ
ス

全
国
の
国
立
高
専
に
お
い
て
，
M
C
C
の
全
て
の
到
達
目
標
が
w
eb
シ
ラ
バ
ス
で
科
目
と
紐
付
け
さ
れ
て
お
り
，

到
達
度
の
観
点
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可
能

正
課
外

（
学
習
内
容
・
到
達
目
標
・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
・
評
価
項
目
等
の
明
示
）

伹
野
委
員

御
提
出
資
料

17



学
修
成
果
の
可
視
化
：
３
つ
の
仕
組
み
の
概
要

C
B
Tを
活
用
し
た
M
C
C
到
達
状
況
の
可
視
化

M
C
C
の
到
達
目
標
に
対
す
る
到
達
状
況
を
C
B
Tを
活
用
し
て
確
認

平
成
３
０
年
度
か
ら
運
用
開
始

C
B
Tの
試
験
実
施
画
面

学
生
ご
と
及
び
科
目
ご
と
の
成
績

や
分
析
結
果
は
科
目
担
当
教
員
に

配
布
さ
れ
活
用

「
高
専
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
へ
の
反
映
は
検
討
中

M
C
C
を
基
盤
と
し
た
教
育
実
践

C
B
Tシ
ス
テ
ム

試
験
結
果

と
解
説
の
表
示

18



実
験
書

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
集
計
シ
ス
テ
ム

ス
キ
ル
評
価
シ
ー
ト

教
員
・
学
生
評
価
結
果
の
提
示

「
高
専
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
へ
の
反
映
は
検
討
中

学
修
成
果
の
可
視
化
：
３
つ
の
仕
組
み
の
概
要

実
験
ス
キ
ル
の
可
視
化

到
達
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
分
野
別
実
験
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を
作
成

「
全
分
野
共
通
の
実
験
書
」
と
「
ス
キ
ル
評
価
シ
ー
ト
作
成
の
た
め
の
指
針
」
か
ら
構
成

教
育
実
践

19



学
修
成
果
の
可
視
化
：
３
つ
の
仕
組
み
の
概
要

分
野
横
断
的
能
力
の
可
視
化

「
高
専
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
へ
の
反
映
は
検
討
中

高
専
人
財
の
基
礎
と
な
る
主
体
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
を
測
定
す
る
た
め
に
標
準
的
な

ア
セ
ス
メ
ン
ト
指
標
と
育
成
モ
デ
ル
を
作
成
，
評
価
実
施
・
集
計
・
履
歴
閲
覧
シ
ス
テ
ム
構
築

ア
セ
ス
メ
ン
ト
指
標
の
解
説

と
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

教
員
・
学
生
評
価
，
履
歴
を
提
示

学
生
自
身
が
確
認
可
能

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
集
計
シ
ス
テ
ム

教
育
実
践
を
踏
ま
え
た
育
成
モ
デ
ル
の
例
示

教
育
実
践

20



学
修
成
果
の
可
視
化
：
３
つ
の
仕
組
み
の
概
要

C
B
Tを
活
用
し
た

M
C
C
到
達
状
況
の
可
視
化

実
験
ス
キ
ル
の
可
視
化

分
野
横
断
的
能
力
の
可
視
化

M
C
C
の
到
達
目
標
に
対
す
る
到
達

状
況
を
C
B
Tを
活
用
し
て
確
認
，

平
成
３
０
年
度
か
ら
運
用
開
始

学
生
ご
と
及
び
科
目
ご
と
の
成
績

や
分
析
結
果
は
科
目
担
当
教
員
に

配
布
さ
れ
活
用

「
高
専
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
へ
の
反
映
は
今
後
検
討

到
達
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
分
野
別
実

験
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を
作
成

「
全
分
野
共
通
の
実
験
書
」
と

「
ス
キ
ル
評
価
シ
ー
ト
作
成
の
た

め
の
指
針
」
か
ら
構
成

高
専
人
財
の
基
礎
と
な
る
主
体
性

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
を

測
定
す
る
た
め
に
標
準
的
な
指
標

と
育
成
モ
デ
ル
を
作
成

ア
セ
ス
メ
ン
ト
指
標
の
解
説

と
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

実
践
に
基
づ
い
た
育
成
モ
デ
ル

教
員
・
学
生
評
価
，
履
歴
を
提
示

学
生
自
身
が
確
認
可
能

教
員
・
学
生
評
価
結
果

実
験
書

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
集
計
シ
ス
テ
ム

C
B
Tの
画
面

試
験
結
果

と
解
説
の
表
示

C
B
Tシ
ス
テ
ム

ス
キ
ル
評
価
シ
ー
ト
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国
立
教
育
政
策
研
究
所

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
大
学
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
質
保
証

-テ
ス
ト
問
題
バ
ン
ク
の
取
組

-

深
堀
聰
子

国
立
教
育
政
策
研
究
所
総
括
客
員
研
究
員

九
州
大
学
教
授
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1.
 取
組
の
概
要
：

1.
1

O
EC

D
-A

H
EL

O
「
高
等
教
育
に
お
け
る
学
習
成
果
調
査
」

(2
00

8-
20

12
)の
後
継
・
発
展
事
業

・
大
学
を
超
え
て
専
門
家
（
機
械
工
学
分
野
）
が
集
い
、
「
学
修
成
果
の
達
成
度
」
を
測
定
す
る
テ
ス
ト
問
題

を
共
同
開
発
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。

・
テ
ス
ト
問
題
は
、
各
大
学
で
実
施
し
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
情
報
を
含
む
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
で
、
教

育
改
善
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

2
0

1
9

0
7

29

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.n
ie

r.
go

.jp
/t

u
n

in
g

/c
en

tr
e/

ki
ka

i-
p

u
b

lic
.h

tm
l

          【
メ
ン
バ
ー
：

H
2

6
～

3
0
の
べ

2
5
機
関

6
5
人
】

 

      

 

国
立
教
育
政
策
研
究
所
 

⚫
 典
型
的
な
テ
ス
ト
問
題
と
採
点
基
準
の
作
成

 

（
記
述
式

1
2
、
多
肢
選
択
式

9
2
）

 

⚫
 テ
ス
ト
問
題
の
妥
当
性
検
証
・
修
正

 

⚫
 大
規
模
実
施
と
参
加
大
学
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
（
教
育
改
善
に
資
す
る
情
報
）

 

⚫
 テ
ス
ト
問
題
の
翻
訳

 

⚫
 著
作
権
の
処
理

 

⚫
 H

P
開
設

 

⚫
 「
テ
ス
ト
問
題
作
成
の
手
引
き
」

 

（
2

0
1

9
年

1
2
月
刊
行
予
定
）

 

国
際
連
携

 

連
携

 

リ
ー
ダ
ー

 

西
日
本
拠
点

 
関
東
拠
点

 
東
日
本
拠
点

 

⚫
 テ
ス
ト
問
題
作
成

W
S

 

⚫
 採
点

W
S

 

提
 
案
 

 
 

A
SE

A
N
拠
点

 
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
の
涵
養

TU
N

IN
G

 J
A

P
A

N
 N

A
TI

O
N

A
L 

C
EN

TR
E

2
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1.
2

工
学
教
育
の
学
修
成
果
（
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
修
成
果
）

Tu
ni

ng
-A

H
EL

O
（

IE
A

-G
ra

d
ua

te
 A

tt
ri

bu
te

s(
JA

B
EE

), 
EN

A
EE

 E
U

R
-A

C
Eか

ら
導
出
）
：
参
照
基
準

2
0

1
9

0
7

29

①
工
学
関
係
者
や
一
般
社
会
と
効
果
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
、
多
様
な
方
法
を
駆
使
す
る
能
力
（

EG
S2

)。

個
人
と
し
て
、
ま
た
は
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
効
果
的
に
役
割
を
果
た
す
能
力
（

EG
S1

)を
含
む
。

生
涯
に
わ
た
り
、
自
主
的
に
学
習
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
し
て
取
組
む
能
力
（

EG
S3

)（
本
取
組
で
は
測
定
し
な
い
）
。

②
 専

攻
す
る
工
学
分
野
の
重
要
事
項
や
概
念
に
関
す
る
系
統
的
理
解
（

B
ES

2
)。

専
攻
す
る
工
学
分
野
の
基
礎
と
な
る
科
学
や
数
学
の
原
理
に
関
す
る
知
識
と
理
解
。

数
学
に
は
微
分
・
積
分
、
線
形
代
数
、
数
値
解
析
法
を
含
む
（

B
ES

1
）
（
多
肢
選
択
式
問
題
で
確
認
）
。

専
攻
す
る
工
学
分
野
に
つ
い
て
の
幅
広
い
理
解
（
最
先
端
の
事
が
ら
を
含
む
）
。

(i
)高

度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

, (
ii

)固
体
力
学
・
流
体
力
学

, (
ii

i)
材
料
科
学
・
材
料
力
学

, (
iv

)熱
学
：
熱
力
学
・
熱
伝
導

, (
v)
機
械
の
操
作

:ポ
ン
プ
、
換
気
装
置
、
タ
ー
ビ

ン
、
エ
ン
ジ
ン
（

B
ES

3
)（

多
肢
選
択
式
問
題
で
確
認
）

③
 知

識
と
理
解
を
応
用
し
な
が
ら
、
既
存
の
方
法
を
用
い
て
工
学
課
題
を
見
極
め
、
解
決
法
を
考
案
、
解
決
す
る
能
力

(E
A

1
)。

④
 知

識
と
理
解
を
応
用
し
な
が
ら
、
工
学
製
品
、
過
程
、
方
法
に
つ
い
て
分
析
す
る
能
力

(E
A

2
)。

適
切
な
分
析
方
法
や
モ
デ
ル
を
選
択
・
適
用
す
る
能
力

(E
A

3
)を

含
む
。

文
献
を
検
索
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
多
様
な
資
料
を
活
用
す
る
能
力

(E
A

4
)を

含
む
。

適
切
な
実
験
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
実
施
し
、
デ
ー
タ
を
解
釈
し
て
、
結
論
を
導
く
能
力

(E
A

5
)を

含
む
。

機
械
工
学
に
係
る
以
下
に
つ
い
て
分
析
す
る
能
力
。

(i
) 
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
と
シ
ス
テ
ム
の
効
率
性
，

(i
i)
水
圧
・
空
気
式
シ
ス
テ
ム

, (
ii

i)
機
械
の
要
素

(E
A

6
)を

含
む
。

⑤
 知

識
と
理
解
を
応
用
し
な
が
ら
、
特
定
の
定
義
さ
れ
た
要
求
に
応
え
る
デ
ザ
イ
ン
を
開
発
す
る
能
力

(E
D

1
)。

デ
ザ
イ
ン
の
方
法
を
理
解
し
、
活
用
す
る
能
力

(E
D

2
)を

含
む
。

デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
、
機
械
や
機
械
シ
ス
テ
ム
の
要
素
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
能
力

(E
D

3
)を

含
む
。

工
学
の
学
際
性
に
関
す
る
理
解

(E
G

S4
)を

含
む
。

⑥
　
工
学
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
適
用
で
き
る
理
論
と
方
法
の
限
界
を
理
解
し
な
が
ら
、
選
択
・
統
合
・
活
用
す
る
能
力

(E
P

1
-3
を
統
合
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
適
用
で
き
る
技
法
・
方
法
と
そ
の
限
界
を
理
解
す
る
能
力
（

EP
3

)。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
適
切
な
装
置
・
道
具
・
方
法
を
選
択
・
使
用
す
る
能
力
（

EP
1

)。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
学
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
理
論
と
実
践
を
統
合
す
る
能
力
（

EP
2

)。

制
御
・
生
産
シ
ス
テ
ム
を
選
択
し
て
活
用
す
る
能
力

(E
P

8
)を

含
む
。

⑦
　
健
康
・
安
全
・
法
律
の
問
題
、
工
学
実
践
が
伴
う
責
任
、
工
学
に
よ
る
解
決
策
が
社
会
的
・
環
境
的
文
脈
に
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
理
解
し
た

う
え
で
、
技
術
者
倫
理
・
工
学
実
践
の
責
任
と
規
範
に
従
う
能
力

(E
P

6
)。

⑧
　
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
実
践
に
お
け
る
技
術
的
な
も
の
以
外
の
も
の
に
対
す
る
理
解
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の

慣
行
、
特
許
、
起
業
等
（
変
更
）

(E
P

7
)。

EP工
学
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
（

En
gi

n
e

e
ri

n
g 

G
e

n
e

ri
c 

Sk
ill

s）

工
学
基
礎
・
工
学
専
門
（

B
as

ic
 a

n
d

 E
n

gi
n

e
e

ri
n

g 
Sc

ie
n

ce
s）

工
学
分
析
・
解
析
（

En
gi

n
e

e
ri

n
g 

A
n

al
ys

is
）

工
学
デ
ザ
イ
ン
（

En
gi

n
e

e
ri

n
g 

D
e

si
gn
）

工
学
実
践
（

En
gi

n
e

e
ri

n
g 

P
ra

ct
ic

e
）

EG
S

B
ES

EA ED

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.n
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.jp
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u
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1.
3

記
述
式
問
題
の
例
（
旧
版
：
修
整
し
て
新
版
の
大
規
模
実
施
を
実
行
中
）

風
力
発
電
は
、
風
車
を
使
用
し
て
風
の
持
つ
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
発
電
方
式
で
あ
り
、
小
規
模
発
電

設
備
と
し
て
は
発
電
費
用
が
低
い
こ
と
に
加
え
て
、
単
位
発
電
量
当
た
り
の

CO
2排
出
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
近
年
地
球
温
暖
化

対
策
の
一
方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
図

1は
、

19
97
年
か
ら

20
14
年
ま
で
の
世
界
の
風
力
発
電
量
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
図
に
よ
れ
ば
、
こ
の

17
年
間
に
風
力
発
電
量
は
毎
年

10
%
以
上
の
増
加
率
を
示
し
、
合
計
で

50
倍
以
上
に
増
加
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
風
力
発
電
の
総
合
的
な
費
用
対
効
果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
設
置
条
件
、
構
造
・
機
構
、
事
故
対
策
な
ど
の
様
々
な
観

点
か
ら
風
車
を
改
良
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
以
下
に
示
す
風
力
発
電
用
の
「
風
車
」
に
注
目
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
機
械
工
学

の
観
点
か
ら
考
察
し
て
回
答
せ
よ
。

2
0

1
9

0
7

29


問

1
. 風

力
発
電
用
風
車
の
「
設
置
条
件
」
に
つ
い
て
考
察
せ
よ
。


図

2
は
、
風
力
発
電
用
風
車
の
設
置
例
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

設
置
場
所
が
風
力
発
電
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
要
因
を

2
つ
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
説
明
せ
よ
。

図
1
．
世
界
の
風
力
発
電
量
の
推
移

出
所
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.jp
g

図
2

. 発
電
用
風
車
の
設
置
例

提
供
：
幌
延
町
（
オ
ト
ン
ル
イ
風
力
発
電
所
）


問

2
. 風

力
発
電
用
風
車
の
「
ブ
レ
ー
ド
の
形
状
」
に
つ
い
て
考
察
せ
よ
。


図

3
に
示
す

2
種
類
の
風
車
の
ブ
レ
ー
ド
（
翼
）
の
形
状
を
比
較
し
、
風
力

発
電
用
風
車
の
特
徴
を

2
つ
挙
げ
て
、
機
械
工
学
の
観
点
か
ら
説
明
せ
よ
。

図
3
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右

)風
力
発
電
用
風
車

(プ
ロ
ペ
ラ
型

)
出
所
：
左

M
ar

ti
jn

R
o

o
s.

 w
w

w
.m

ro
o

sf
o

to
gr

af
ie

.n
l 

(h
tt

p
:/

/f
re

e
-p

h
o

to
s.

ga
ta

g.
n

et
/2

0
1

4
/1

1
/0

7
/0

4
0

0
0

0
.h

tm
l)

右
『

2
0

0
0
ピ
ク
セ
ル
以
上
の
フ
リ
ー
写
真
素
材
集
』

(h
tt

p
:/

/s
o

za
i-

fr
ee

.c
o

m
/s

o
za

i/
0

1
5

4
1

.h
tm

l)
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.n

ie
r.

go
.jp

/t
u

n
in

g/
ce

n
tr

e/
p

d
f/

2
0

1
5

0
41

8
W

in
d

P
o

w
er

G
en

ra
ti

o
n

Ja
p

an
es

e.
p

d
f
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1.
4

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
修
成
果
と
授
業
科
目
の
学
習
成
果

（
テ
ス
ト
問
題
で
測
定
）

と
汎
用
的
能
力
の
関
係

汎
用
的
能
力

学
修
成
果

A
, B

, C
, D

, E
・
・
・
・
・

学
習
成
果
（
流
体
力
学
「
風
力
発
電
用
風
車
」
の
例
）

a,
 b

, c
, d

, e
, ・

・
・
・
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

《
工
学
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
》

工
学
関
係
者
や
一
般
社
会
と
効
果

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
に
、
多
様
な
方
法
を
駆
使

す
る
能
力
。

風
車
の
完
成
後
に
不
備
が
発
覚
し
た
時
、
技
術
担
当
者
と
し
て
採
る

べ
き
行
動
を
挙
げ
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

知
識
・
理
解

《
工
学
基
礎
・
工
学
専
門
》

②
専
攻
す
る
工
学
分
野
の
重
要
事

項
や
概
念
に
関
す
る
系
統
的
理
解
。

ブ
レ
ー
ド
の
周
囲
の
空
気
の
流
線
及
び
発
生
す
る
揚
力
と
抗
力
に
つ

い
て
図
を
描
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
き
る
。

論
理
的
思
考
力

批
判
的
思
考
力

問
題
解
決
能
力

《
工
学
分
析
・
解
析
》

④
知
識
と
理
解
を
応
用
し
な
が
ら
、

工
学
製
品
、
過
程
、
方
法
に
つ
い

て
分
析
す
る
能
力
。

風
力
発
電
用
風
車
の
ブ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
、
伝
統
的
風
車
と
対
比
し

て
、
回
転
性
能
の
観
点
か
ら
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

《
工
学
デ
ザ
イ
ン
》

⑤
知
識
と
理
解
を
応
用
し
な
が
ら
、

特
定
の
定
義
さ
れ
た
要
求
に
応
え

る
デ
ザ
イ
ン
を
開
発
す
る
能
力
。

風
速
、
ブ
レ
ー
ド
の
寸
法
、
回
転
数
な
ど
の
制
約
条
件
が
与
え
ら
れ

た
と
き
に
、
ブ
レ
ー
ド
の
枚
数
を

2
枚
ま
た
は

3
枚
の
い
ず
れ
か
に
決

定
す
る
た
め
に
検
討
す
べ
き
観
点
に
つ
い
て
、
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

《
工
学
実
践
》

⑥
工
学
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

適
用
で
き
る
理
論
と
方
法
の
限
界

を
理
解
し
な
が
ら
、
選
択
・
統

合
・
活
用
す
る
能
力
。

風
力
発
電
所
の
設
置
条
件
に
つ
い
て
、
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
、
及
び
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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2．
取
組
の
ね
ら
い

2.
1

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

「
学
修
成
果
の
把
握
・
可
視
化
」
と
内
部
質
保
証
（
イ
メ
ー
ジ
）

学
修
成
果

1
年
生

2
年
生

3
年
生

4
年
生

修
士

博
士

知
識
・
理
解
の
実
践
的
場
面

で
の
活
用

「
工
学
実
践
」
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

新
し
い
知
見
の
創
出

「
工
学
デ
ザ
イ
ン
」

知
識
・
理
解
の
応
用

「
工
学
分
析
・
解
析
」

知
識
・
理
解
の
習
得

「
知
識
・
理
解
」

主
体
的
な
学
び
・
協
働

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

2
0

1
9

0
7

29

一
般
教
育
科
目

導
入
・
基
礎

発
展

統
合

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

検
討
委
員
会

専
門
科
目

専
門
科
目

専
門
基
礎

科
目

八 大 学 連 合 会

達 成 度 調 査 ( 専 門 力 ）

国 立 教 育 政 策 研 究 所

テ ス ト 問 題 バ ン ク

卒 業 論 文 の 審 査 の 中 で の 到 達 目 標 の 達 成 度 評 価

修 士 論 文 の 審 査 の 中 で の 到 達 目 標 の 達 成 度 評 価

博 士 論 文 の 審 査 の 中 で の 到 達 目 標 の 達 成 度 評 価

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

検
討
委
員
会

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

検
討
委
員
会

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

検
討
委
員
会

出
典

A
n

d
er

so
n

, L
.W

. &
 K

ra
th

w
o

h
l, 

D
.R

. e
d

s.
 2

0
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関
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内
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保
証
組
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2.
2

「
到
達
目
標
の
達
成
度
評
価
」

(O
ne

 P
oi

nt
 R

ub
ri

cに
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価

)（
抜
粋
）

教
員
に
よ
る
評
価
が
客
観
的
な
意
味
を
も
つ
た
め
に
は
、
テ
ス
ト
問
題
バ
ン
ク
等
の
取
組
を
通
し
て
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
を
鍛
え
て
お
く
こ
と
が
前
提

学
修
成
果

学
士
課
程

-
基

+
修
士
課
程

-
基

+
博
士
課
程

-
基

+

知
識
・
理

解
の
実
践

的
場
面
で

の
活
用

機
械
工
学
の
新
た
な
領
域
を

切
り
開
き
、
機
械
技
術
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
指
し
た
学
際
的
研

究
を
自
律
的
に
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

✔

技
術
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響

を
常
に
考
慮
し
、
社
会
に
対

す
る
責
任
と
倫
理
観
を
持
つ
。

技
術
が
社
会
に
与
え
る
影
響

を
理
解
し
、
安
全
な
社
会
の

実
現
に
対
す
る
責
任
と
倫
理

観
を
持
つ
。

✔

技
術
が
社
会
に
与
え
る
影
響

を
理
解
し
、
国
際
的
な
視
点

に
立
っ
て
、
安
全
な
社
会
の

実
現
に
対
す
る
責
任
と
倫
理

観
を
持
つ
。

✔

新
し
い
知

見
の
創
出

機
械
工
学
の
体
系
的
な
理
解

の
上
に
、
実
際
に
機
械
を
設

計
し
、
製
作
で
き
る
。

✔

現
象
の
解
析
に
よ
り
得
ら
れ

た
情
報
を
総
合
し
、
機
械
の

設
計
や
製
作
を
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

✔

現
象
の
解
析
に
よ
り
得
ら
れ

た
原
理
・
法
則
を
応
用
し
、

機
械
の
設
計
や
製
作
を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

✔

知
識
・
理

解
の
応
用

実
験
や
数
値
・
・
・

✔
機
械
に
関
連
す
る
多
様
な
力

学
的
現
象
を
実
験
に
よ
り
計

測
し
、
情
報
処
理
技
術
を
駆

使
し
て
解
析
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

✔

機
械
に
関
連
す
る
多
様
な
力

学
的
現
象
を
独
自
の
実
験
に

よ
り
計
測
し
、
情
報
処
理
技

術
を
駆
使
し
て
解
析
す
る
こ

と
で
新
た
な
知
見
を
導
く
こ

と
が
で
き
る
。

✔
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
・
・
・

✔

機
械
に
関
わ
る
現
象
・
・
・

✔

知
識
・
理

解
の
習
得

○
○
○

◎
◎
◎

✔
★
★
★

✔

主
体
的
学

び
・
協
働

○
○
○

✔
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2.
3

テ
ス
ト
問
題
バ
ン
ク
の
結
果
か
ら
、
教
育
改
善
を
導
く

テ
ス
ト
問
題
バ
ン
ク
で
は
、
テ
ス
ト
問
題
の
題
材
と
い
う
具
体
的
文
脈
の
中
で
、
「
抽
象
的
な
学
修
成
果

（
A

,B
,C

,D
,E
）
」
に
対
応
し
た
「
具
体
的
な
学
習
成
果

(a
-t

, b
-t

, c
-t

, d
-t

, e
-t

)」
の
測
定
を
目
指
し
て
い
る
。
大
学
は
、

学
生
の
集
団
と
し
て
の
結
果
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
情
報
を
含
む
形
で
得
る
こ
と
で
、

・
授
業
科
目
の
改
善
（
授
業
科
目
の
履
修
を
通
し
て
学
習
成
果
が
よ
り
効
果
的
に
習
得
さ
れ
る
た
め
に
は
、
何
を
す

る
べ
き
か
）
及
び

・
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
の
改
善
（
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
通
し
て
学
修
成
果
が
よ
り
効
果
的
に
達

成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
何
を
す
る
べ
き
か
）

に
つ
い
て
、
根
拠
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

授
業
科
目
の
学
習
成
果

授
業
科
目

1
授
業
科
目

2
授
業
科
目

3
授
業
科
目

4
授
業
科
目

5
…
…

テ
ス
ト

問
題
バ

ン
ク

参 照 基 準

学 位 プ ロ グ ラ ム の 学 修 成 果

E.
 知
識
・
理
解
の
実
践
的
場

面
で
の
活
用

「
工
学
実
践
」
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

e
1

e
-t

D
. 新

し
い
知
見
の
創
出

「
工
学
デ
ザ
イ
ン
」

d
1

d
2

d
3

d
-t

C
. 知

識
・
理
解
の
応
用

「
工
学
分
析
・
解
析
」

c1
c2

c3
c-

t

B
. 知

識
・
理
解
の
習
得

「
知
識
・
理
解
」

b
1

b
2

b
3

b
4

b
5

b
-t

A
.主
体
的
な
学
び
・
協
働

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

a1
a2

a3
a-

t

2
0

1
9

0
7
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学
修
成
果
の
達
成
度

「
学
修
成
果
の
把
握
・
可
視
化
」
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2.
4「

学
修
成
果
の
把
握
・
可
視
化
」
を
基
軸
と
す
る
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
修

成
果
の
定
義

（
参
照
基
準
に
基
づ
く
）

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

学
修
成
果
を
達
成
す
る
た
め

の
教
育
課
程
編
成

授
業
科
目
の
学
習
成

果
の
決
定

教
育
実
践

教
育
評
価

授
業
評
価

授
業
科
目
の
履
修
を
通
し
て

学
習
成
果
は
習
得
さ
れ
た
か

プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を

通
し
て
学
修
成
果
は
達
成
さ

れ
た
か

2
0

1
9

0
7

29

学 位 プ ロ グ ラ ム の

学 修 成 果

授 業 科 目 の

学 習 成 果

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

改
善

授
業
科
目

の
改
善

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ

-
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
調
査

（
雇
用
主
調
査
、
卒
業
生
調

査
、
学
生
調
査
、
進
路
調
査
、

保
護
者
調
査
等
）

学
修
成
果
の
把
握
・
可
視
化

成
績
評
価

学
生
に
よ
る
授
業
評
価

大
学
教
員
に
よ
る
自
己
評
価

同
僚
評
価

シ
ラ
バ
ス
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■ 意見（京都大学・松下佳代） 

 

1．「学修成果の把握・可視化」の定義について 

＜原案＞ 

・「学修成果の把握・可視化」の定義が二者の視点から行われている。 

①「学生が卒業認定・学位授与の方針に掲げられた目標の達成度をエビデンスと共に説明

できるようにすること。」 

②「学位プログラムが卒業認定・学位授与の方針に掲げられた能力を備えた学生を育成で

きていることをエビデンスと共に説明できるようにすること。」 

  

＜意見＞ 

➢ ①は「目標の達成度」、②は「能力」と異なる文言が使われていることには何か合理的

な理由があるのか。目標の中には、能力の他、知識や態度・志向性等も含まれているの

で、より広い概念だと考えられる。 

➢ ①で学生を主語にした定義があるのはよいことだが、これが意味をもつためには、学生

の評価能力を向上させることが伴う必要がある。 

➢ ②は「学位プログラム」が主語になっているが、説明責任は大学にあるはずである。だ

とすれば、主語は大学であるべきではないか。特に、「学位プログラム」が実質化して

いない現状をふまえれば、「大学」を主語とする方が望ましいと思われる。 

 

2．「学修成果の把握・可視化」の範囲について 

＜原案＞ 

・「（別紙）学修成果の把握・可視化について」の各項目 

 

＜意見＞ 

➢ グランドデザイン答申に列挙されていた項目が挙げられているが、 

・把握と公表の違い 

・「義務付け」「望ましい」「考えられる」の違い 

を明示していただきたい。それによって、各大学が、学修マネジメントの指針に従いな

がらも自律性が発揮できるようにすること、つまり、〈標準化と多様性の両立〉を目指し

ていただきたい。 

➢ 原案では、項目が列挙されているだけで構造がわかりにくいので、枠組みを明確にして

いただきたい。特に 

・ 大学全体（機関）レベル－プログラムレベル―科目レベル 

・ 「義務付け」「望ましい」「考えられる」  

・ 直接評価－間接評価 

は必須だろう。 

➢ 前回の意見にもあったが、「学生の学修に対する意欲」は「義務付け」の対象から除外

すべきだと考える。 
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3．「全国学生調査」について 

＜原案＞ 

調査対象 

・全国の大学に在籍する全ての 3年生（6年制の場合は 4年生とする） 

※原則として悉皆調査（全数調査）とする。 

調査結果の取扱い 

・全体の調査結果とともに、原則大学・学部ごとの集計結果（回答数・回答率を含む）を

公表する。 

・将来的には、エビデンスデータとして認証評価において活用を検討する。 

 

＜意見＞ 

調査対象 

➢ 参考とされた英国のNational Student Survey では、 

最終学年対象、回答率 50％以上 

となっているにもかかわらず、なぜこの調査では 3年生を対象にするのだろうか。 

➢ 問 7にある「文献・資料・データを収集・分析する力」「論理的に文章を書く力」「問題

を見つけ、解決方法を考える力」「多様な人々と協働する力」などは、4 年生で本格的

に取り組む卒業論文・卒業研究、臨床実習・教育実習等で伸ばす学生が多い。  

➢ 3年生対象とされているのは、4年生対象だとすれば、回収率が低くなる、生活時間が

参考になりにくい、といった理由によると考えられるが、回収率は工夫次第で一定水準

は確保できるだろう（既存の卒業生調査のやり方を参考に）。4 年生対象になれば、問

4の大学での経験についての質問にも、卒業論文・卒業研究等を含むことができる。 

➢ 教学マネジメントでは、学士課程 4 年間のカリキュラムの体系化を求めているのにも

かかわらず、3年生対象の調査によって、教育成果・学修成果の可視化を図るというの

は、自己矛盾ではないか。 

調査結果の取扱い 

➢ 認証評価でエビデンスデータとして活用されることが検討されているが、質問紙調査

の限界をふまえて、この調査がハイステイクスにならないよう配慮する必要がある。 

質問紙調査では、テスト以上に、関係者の意思によって結果が歪められやすい。 

（参考）キャンベルの法則 

＝いかなる定量的な社会指標も（ときには定性的な社会指標の場合でも〉、それが

社会的な意思決定の場でより多く用いられるほど、その指標は退廃への圧力を受け

やすくなり、その指標がモニターしようとする社会的プロセスを歪曲し、堕落させ

がちになる。(Campbell, D. T. (1976). Assessing the impact of planned social 

change. The Public Affairs Center, Dartmouth College.） 
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証
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